
赤外線放射温度計
SK－ 8900

取扱説明書

　警　告

爆発注意
爆発する恐れがあり大変危険です。
SK-8900は防爆仕様構造ではあ
りませんので、引火性ガスを含ん
だ雰囲気でのご使用は絶対にしな
いでください。

レーザ注意
レーザ光をのぞき込まないでくだ
さい。また、レーザ光を人に向け
ないでください。レーザ光が目に
あたると、危険です。
本器を子供には使わせないでくだ
さい。
（クラス２レーザ製品）

●�ご不明な点がありましたらお買いあげ店また
は弊社にご相談ください｡

はじめに
このたびは赤外線放射温度計「SK－ 8900」を
お買いあげいただきありがとうございました。
SK－ 8900は消費生活用製品安全法　携帯用レー
ザ応用装置に適合した製品です。（PSCマーク付
き）
◎この商品は、非接触にて物体の表面温度をはか
るものです。

　それ以外のご使用はしないでください。
◎ご使用前には必ず取扱説明書（本書）をお読み
になり、大切に保管してください。
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　注　意

・�環境保全のため使用済み乾電池はそれぞれの
自治体の条例にもとづいて処理するようにお
願いします。
・�液晶表示画面を強く押したり、強い衝撃を与
えないでください。
　�液晶表示画面のガラスが割れてけがの原因と
なることがあります。
・�液晶表示画面のガラスが割れた場合、表示画
面内部の液体には絶対に触れないでください。
　皮膚の炎症の原因となることがあります。
　�万一、口に入った場合は、すぐにうがいをし
て医師に相談してください。
　�目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清浄
な流水で最低15分以上洗浄した後、医師に
相談してください。
・�本器をアルコール、シンナー、その他の有機
溶剤で洗ったり、拭いたりしないでください。
　�汚れた場合は中性洗剤を溶かしたぬるま湯に
ガーゼなどを浸し、よく絞ってから拭いてく
ださい。
　�温度測定部（赤外線レンズ）はガーゼなどで
直接拭かないでください。詳しくは（→Ｐ .６
「保守」）の項目をお読みください。
・�本器の測定波長域の赤外線はガラスを透過し
ませんので、測定対象物をガラス越しに測定
した場合、ガラス表面の温度を表示します。
ご注意ください。
・�本器の周囲温度が急激に変化した場合、測定
精度に影響を及ぼすことがあります。周囲の
温度に十分なじませた後にご使用ください。
周囲温度が10℃以上変化した場合には30分
以上本器をご使用される温度雰囲気になじま
せてください。
※�修理・校正はお買いあげ店または弊社へお申
し付けください。
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概　　要
本器は物体から放射されている赤外線エネルギー
を検知して温度を測定する非接触式の赤外線放射
温度計です。測定対象物に触れることなく、あら
ゆるシーンで表面温度を素早く測定することがで
きます。

特　　長
●触れずに素早く温度を測定できます
非接触にて温度を測定でき、食品業界に求めら
れる衛生的な温度測定が可能です。

●簡単測定
トリガータイプの測定キーを採用し、片手で簡
単に測定ができます。

●放射率の設定ができます
測定対象物の材質や表面状態に合わせて放射率
を設定することができます。
（0.95、0.90、0.85の３点切替）
●測定エリアが一目でわかるレーザマーカ付
測定エリアが一目でわかるレーザマーカ（１点）
付きです。
　※本器はクラス２レーザ製品に該当し、消費生
活用製品安全法　携帯用レーザ応用装置に適
合しています。（PSCマーク付き）

●暗い場所でも温度指示値が読める液晶バックラ
イト機能付
暗い場所での測定に効果を発揮する液晶バック
ライト機能付きです。
（→Ｐ.３「バックライトの設定」を参照）
●オートパワーオフ機能付
オートパワーオフ機能を搭載し、電源の切り忘
れによるバッテリの消耗を防ぎます。
測定トリガーを離すと、オートパワーオフ機能
が働き、約６秒後に自動的に電源が切れます。
（→Ｐ .５「測定方法」を参照）
●ワイドな温度測定範囲
－40～450℃までの広範囲を１台で測定できま
す。

●自動ホールド機能付
測定した温度指示値が自動的にホールド（固定）
されます。（約６秒間）

●センサキャップ付
測定窓内に埃や異物が入ることを防ぐことがで
きます。また、未使用時の不用意なレーザ照射
を防ぎ、安全です。

●本体ビニールカバー付
本体保護のためのビニールカバーが付いていま
す。また、汚れから本体を守ります。
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●ラベル警告部
⑯：ラベル

乾電池のセット方法
本器を初めてご使用する場合、またはローバッテ
リマークが点灯した場合は、以下の手順で乾電池
をセットしてください。
①バッテリカバーを開けてください。

②電池スナップを本体内から引き出し、９Ｖ乾電
池を接続してください。

③電池スナップのコードが本体のバッテリカバー
側になるように、乾電池を挿入してください。

④バッテリカバーをカチッと音がするまでしっか
り閉じてください。

JIS C 6802「 レ ー
ザ製品の安全基準」
および消費生活用製
品安全法に基づいた
ラベルです。

 

　注　意
●�液晶表示部にローバッテリマークが点灯した
場合は、速やかに新しい乾電池と交換してく
ださい。

●�ローバッテリマークが点灯した状態で使用し
ますと、正しい測定ができません。

●�本器は工場出荷時、乾電池をセットした状態
で出荷しています。乾電池はモニター用のた
め、電池寿命が短いことがあります。

本体ビニールカバーの取り付け方
本体保護のために付属の本体ビニールカバーを取
り付けてご使用することをお勧めします。本器を
落としたときの衝撃をやわらげます。また、本体
の汚れを防ぐことができます。本器は本体ビニー
ルカバーをセットした状態にて出荷しています。
①本体ビニールカバーのくちを広げて本体を収納
します。

②本体ビニールカバーのボタンを止めてください。
注意：本体ビニールカバーを外すときはハンドス

トラップからセンサキャップを取り外す必
要があります。センサキャップの紛失にご
注意ください。

注意：本体ビニールカバーご使用の際、本体ビ
ニールカバーに静電気が帯電し、指示値が
不安定になることがあります。そのような
場合は、本体ビニールカバーを外してご使
用ください。
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各部の名称
●本体部

①：温度測定（赤外線検知）部（測定窓）
被測定物から放射されている赤外線エネルギー
を検知します。
測定窓の内部には赤外線レンズが装着されて
います。

②：レーザ照射部
レーザマーカＯＮ設定時に測定トリガーを引
くとレーザマーカを照射します。

③：バッテリカバー（乾電池収納部）
９Ｖ乾電池６Ｆ22（006Ｐ）を収納します。

④：ハンドストラップ
測定時に手首に通してお使いください。
センサキャップが取り付けてあります。

⑤：センサキャップ
測定窓内に埃や異物が入ることを防ぐために
使用します。また、ご使用していないときに
不用意なレーザ照射を防ぎ安全です。

⑥：測定トリガー
測定トリガーを引くことによって自動的に電
源が入り、測定を行います。

⑦：液晶表示部
測定値および測定に関する情報が表示されま
す。

⑧：バックライトＯＮ／ＯＦＦキー（ ）
バックライトのＯＮ／ＯＦＦを設定します。

⑨：レーザマーカＯＮ／ＯＦＦキー（ LASER ）
レーザマーカのＯＮ／ＯＦＦを設定します。

⑩：ＭＯＤＥキー（ MODE ）
放射率の設定を行います。

●液晶表示部

⑪：７セグメント表示部
測定温度を表示します。

⑫：ローバッテリマーク
乾電池の容量が少なくなると点灯します。
新しい乾電池と交換してください。

⑬：レーザマーカ照射マーク
レーザマーカ照射時に点灯します。

⑭：温度単位キャラクタ
温度の単位は℃（摂氏温度）です。

⑮：放射率設定マーク
設定されている放射率（フロントパネル面に
表記されています）を示します。
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　注　意

���本器を正しくご使用いただくために、以下のこ
とを守ってください。
・�レーザ照射時は下記の点に注意してご使用く
ださい。

　①レーザ光をのぞき込まないこと。
　②レーザ光を人に向けないこと。
　③子供に使わせないこと。
・体温計としてのご使用はしないでください。
・�本器は非接触式の温度計です。測定対象物に
接触させないでください。

　�特に高温になっている測定対象物に接触させ
ると、誤った測定結果を表示したり、破損の
原因となります。

・�分解、改造をしますと故障の原因となります
ので絶対にしないでください。

・�本器は取扱説明書に記載された測定方法にも
とづき、使用してください。規定した手順以
外による使い方（分解する、または９Ｖ乾電
池以外のバッテリを使用するなど）をした場
合、正確な温度測定ができません。また、危
険なレーザ放射の被ばくをもたらします。

・�本器は精密計測器ですので、落下させたり、
振動・衝撃を与えないよう注意してください。

・�本器の使用温度範囲は０～50℃、湿度80％rh
以下です。使用温湿度範囲外でのご使用は故
障の原因となります。

・�直接日光のあたる場所や熱器具の近くでの使
用は止めてください。正しい測定ができない
だけでなく、ケースの変形・変色の原因とな
ります。

・�埃などの多い場所でのご使用は避けてくださ
い。赤外線レンズに埃が付着すると測定精度
が悪化します。また、使用後は速やかにセン
サキャップを本体に取り付けてください。赤
外線レンズ（測定窓）に埃やゴミが付着した
場合は埃やゴミを取り除いてください。

　�詳しくは（→Ｐ . ６「保守」）の項目をお読
みください。

・�先のとがったもの、硬いもので赤外線レンズ
に触れないでください。赤外線レンズにキズ
が付くと測定精度が悪化します。

・�水蒸気、埃、煙などは正確な温度測定を妨げ
ますのでご注意ください。

・�電気的ノイズが発生する環境でご使用します
と、表示が不安定になったり、誤差が大きく
なる場合があります。また、帯電している測
定対象物に近づけないでください。

・�本器は防水構造ではありませんので絶対に濡
らさないでください。

・�長期間使用しない場合は、必ず乾電池を取り
はずしてください。乾電池を入れたままにし
ておきますと乾電池から液漏れする場合があ
り、故障の原因となります。

・�不要になった乾電池は火中に投入しないでく
ださい。乾電池が破裂してけがややけどをする
恐れがあります。

・�乾電池は幼児の手の届かないところに保管し
てください。万一飲み込んだ場合には、直ち
に医師に相談してください。
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　注　意

レーザ注意
レーザ光をのぞき込まないでくだ
さい。また、レーザ光を人に向け
ないでください。レーザ光が目に
あたると、危険です。
本器を子供には使わせないでくだ
さい。
（クラス２レーザ製品）

レーザクラスの説明：クラス２とは
「可視光（波長400nm～700nm）で、人体の
防御反応により障害を回避し得る程度の出力
以下（概ね１mW以下）のもの」と規定され
ています。ここで、人体の防御反応とは通常
まばたき反射作用を含む嫌悪反応を言います。
JIS�C�6802　「レーザ製品の安全基準」

バックライトの設定
本器の電源がＯＮになっているときにバックライ
トＯＮ／ＯＦＦキーを押すことによって、バック
ライトのＯＮ／ＯＦＦを設定することができます。
バックライトの設定を「ＯＮ」にすると、液晶表
示部が緑色に点灯します。暗い場所における測定
でも液晶表示部の温度表示値を容易に読みとるこ
とができます。
バックライトの設定を「ＯＦＦ」にすると液晶表
示部のバックライトが点灯しません。
注意：バックライトをＯＮに設定すると、電池寿

命が短くなります。

レーザマーカの設定
測定トリガーを引きながら、レーザマーカＯＮ／
ＯＦＦキーを押すことにより、レーザマーカの
ＯＮ／ＯＦＦを設定することができます。
レーザマーカの設定を「ＯＮ」にすると、測定ト
リガーを引いたときにレーザマーカが照射されま
す。
また、液晶表示部に マークが表示されます。
レーザマーカの設定を「ＯＦＦ」にすると測定ト
リガーを引いてもレーザマーカは照射されません。
注意：レーザマーカをＯＮに設定すると、電池寿

命が短くなります。

●測定距離とレーザマーカ照射位置の関係
本器は１点レーザ照射タイプです。
レーザマーカは測定領域の中心より約14㎜下
を照射します。
例）測定距離が280㎜のとき

測定距離が280㎜のとき、レーザマーカは測定
領域の下の位置を指します。
測定の目安としてください。
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測定方法
①測定窓からセンサキャップをはずしてください。
②測定を行う前にレーザマーカ、バックライト、
放射率の設定を行ってください。
③測定する対象物に本器の測定窓を向けて測定ト
リガーを引いてください。
④液晶表示部に測定した温度が表示されます。
レーザマーカの設定を「ＯＮ」にしている場合、
レーザマーカが照射されます。測定ポイントが
赤い光の点で示されますので容易にわかります。
レーザマーカは測定対象中心より約14㎜下を
照射します。バックライトの設定を「ＯＮ」に
している場合、液晶表示部が緑色に点灯します。
⑤測定トリガーをはなすと、そのときの測定値を
約６秒間ホールド（固定）して表示します。
※測定トリガーを引き続けると、約１秒間隔で連
続測定を行います。
⑥測定トリガーをはなし６秒間経過すると、自動
的に電源ＯＦＦとなります。（オートパワーオ
フ機能）
注意：オートパワーオフ機能を解除することはで

きません。
⑦測定が終了したならば、測定窓にセンサキャッ
プを取り付けます。

・測定領域について
本器の測定領域は、測定窓から測定対象物まで
の測定距離によって下図のように変化します。

ただし、上記の測定径は90％以上のエネルギー
が捕捉できる面積で定義しています。
すなわち本器と測定対象物の距離は上図のように
Ｄ：Ｓ＝ 10：１の関係となっています。（Ｄ＝測
定距離、Ｓ＝測定領域直径）本器と測定対象物の
距離が200㎜の場合、測定できる領域は直径20
㎜の円となります。測定対象物が測定範囲円より
大きいことを確認してください。測定対象物が小
さければ測定対象物に本器を近づけてください。
測定精度を高めるためには、少なくとも測定対象
物の面積が測定範囲円の倍の大きさになるように
してください。
注意：測定対象物が測定範囲円より極端に大きい

場合は正しい温度が測定できません。測定
対象物の一部分のみを測定していることに
なります。また小さい場合は測定対象物
に関係のない部分も測定してしまいますの
で、正しい温度が測定できません。測定距
離が120㎜より短い場合、測定距離に関係
なく、測定領域は直径12㎜の円になります。

・高温測定時の注意
高温（200℃以上）になっている測定対象物を
近い距離（30㎜以下）にて３分以上連続測定
する場合、赤外線レンズの性能が低下する恐れ
があります。高温（200℃以上）の測定は30㎜
以上の距離から短時間にて行うようにしてくだ
さい。
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また、測定対象物が高温のときは測定対象物に
手が触れたり、輻射熱によってやけどすること
があり危険です。高温の測定対象物を測定する
場合は危険のない距離を保ってください。

　注意：高温での測定では測定精度が低下するだ
けではなく、赤外線レンズを破損する恐
れがあります。測定温度範囲上限を超え
た温度の測定対象物の測定は絶対にしな
いでください。

・低温測定時の注意
本器の使用周囲温度は０～ 50℃です。本器を
０℃以下の冷凍庫内に持ち込んで、温度測定を
行うことはできません。
０℃以上の低温冷蔵庫内に本器を持ち込んで温
度測定を行った場合、本器が周囲温度になじむ
まで測定値に誤差を生じます。本器の周囲温度
が10℃以上変化した場合は、30分以上本器をご
使用される温度雰囲気になじませてください。

保　　守
赤外線レンズにゴミや埃が付着し汚れますと、測
定精度に影響を与えます。
温度測定部にゴミや埃が付着しないようにご使用
ください。
赤外線レンズが汚れたときは、カメラ用ブロアに
てゴミや埃を吹き飛ばしてください。汚れが取り
除けない場合は、カメラ用レンズクリーニング液
を綿棒の先端につけて、やさしく拭き取ってくだ
さい。
注意：赤外線レンズを絶対に水や洗剤で洗わない

でください。レンズの性能が低下して正確
な温度測定ができなくなることがあります。

エラーメッセージ
本体に異常が発生した場合、液晶表示部にエラー
コードを表示し、おしらせします。

コード 内　　　容
測定温度が－ 40.1℃以下に
なっています。測定可能範囲は
－40.0℃以上です。測定対象物
の温度は－40.0℃以上としてく
ださい。

（例）

数字は ～

本体内部の部品が破損した恐れ
があります。
お買いあげ店または弊社にご連
絡ください。
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保証規定
①�取扱説明書の注意に従った正常な使用状態で故
障した場合、お買いあげ後１年間、無償で修理
または交換させていただきます。その他の責は
ご容赦願います。

②�修理の必要が生じた場合は製品に本証を添えて、
お買いあげ店または弊社にご持参またはご送付
ください。

③保証期間内でも次の場合は有償修理になります。
イ．誤用・乱用および取扱不注意による故障
ロ．火災・地震・水害等の災害による故障
ハ．�不当な修理や改造および異常電圧に起因す
る故障

ニ．使用中に生じた傷等の外観上の変化
ホ．消耗品および付属品の交換
へ．�本証の提示がない場合および必要事項（お
買いあげ日、販売店名等）の記入がない場
合

④�本証は日本国内でのみ有効です。また本証は再
発行いたしません。大切に保管してください。

S.11

品 質 保 証 書

●以下につきましては、必ず販売店にて記入捺印をお願いいたします。

〒101－0045 東京都千代田区神田鍛冶町3丁目4 番地
ＴＥＬ 03－3254－8111（代）  ＦＡＸ 03－3254－8119

品名　赤外線放射温度計　   型式　SK－8900

お客様名

ご住所　　　　　

                        ※TEL　　（　　）

※

※

お買いあげ店名　　　　　　　　　　　　印

ご住所

　　　　　　　　  TEL　　（　　）
お買いあげ年月日　　　　　　　年　　月　　日

お願い　本保証書はアフターサービスの際必要となりま
　　　　す。お手数でも※印箇所にご記入のうえ本器の
　　　　最終ご使用者のお手許に保管してください。

※当商品の保証書にご記入された、お客様の個人情報
　は、商品の修理・交換の商品発送などに使用し、それ
　以外に使用したり、第三者に提供する事は一切ござい
　ません。
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仕　　様

製 品 名 赤外線放射温度計

型 式 SK－ 8900

製 品 番 号 8263 － 00

測 定 要 素 温度（表面温度）

測 定 範 囲 － 40℃～ 450℃

測 定 精 度 － 40.0 ～－ 20.0℃：±３℃
－ 19.9 ～　�399℃：�±２％�reading または±２℃の

いずれか大きい値�
400 ～　�450℃：�±２.5％�reading

（条件）測定環境温度23℃±５℃
放射率0.95の黒体炉を校正に使用したとき

測定分解能 分解能１℃：100℃以上自動切替
分解能 0.1℃：上記以外

放 射 率 0.95、0.90、0.85から設定可能

距 離 係 数 Ｄ：Ｓ＝ 10：１
（Ｄ：測定距離、Ｓ：測定領域直径）

検 出 素 子 サーモパイル 測定波長 ８～ 14μｍ

レーザマーカ 光源波長　650nm
出力１mW以下
クラス２レーザ製品
消費生活用製品安全法　携帯用レーザ応用装置に適合
（ＰＳＣマーク付）

使用環境条件 ０℃～ 50℃、80％rh以下

保管環境条件 － 20～ 50℃、90％rh 以下（結露しないこと）

電 源 ９Ｖ乾電池６Ｆ22（006Ｐ）

消 費 電 流 最大37mA（レーザマーカ：ＯＮ　　バックライト：ＯＮ設定時設定時）

電 池 寿 命 約５時間（レーザマーカ：ＯＮ　バックライト：ＯＮ　設定時）
約８時間（レーザマーカ：ＯＮ　バックライト：ＯＦＦ設定時）
約 20時間（レーザマーカ：ＯＦＦ　バックライト：ＯＮ　設定時）
約 80時間（レーザマーカ：ＯＦＦ　バックライト：ＯＦＦ設定時）
※常温にて

本 体 材 質 本体：ＡＢＳ樹脂
センサキャップ：ポリプロピレン樹脂

寸 法 約（Ｗ）46×（Ｈ）160×（Ｄ）78㎜

質 量 約 157g（乾電池含む）

付 属 品 取扱説明書　１部、
９Ｖ乾電池６Ｆ22（006Ｐ）　２コ（１コは本体にセット）
ハンドストラップ（センサキャップ付）　１本
レザーケース　１コ、本体ビニールカバー　１コ

※仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあります。

インターネットホームページ
弊社製品の最新情報は、インターネットホーム
ページでご覧いただけます。
http://www.sksato.co.jp
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放射率の設定
本器は放射率を0.95に設定して出荷しています。
すべての物体からその表面温度に相当した赤外線
が放射されていますが、同じ温度でも測定する対
象物によって、放射される赤外線の量が異なるも
のがあります。
しかし、食品やプラスチックなどほとんどの物質
の放射率は0.95前後となっており、それらの温
度を測定する場合、放射率は0.95を使用するこ
とが可能です。
厳密な表面温度測定を行う場合は、表－１を参考
に放射率を設定してください。

●放射率の設定のしかた
本器は放射率を0.95、0.90、0.85のいずれか
に設定できます。
測定トリガーを引きながらＭＯＤＥキーを押し、
放射率設定マークをご希望の放射率に合わせて
ください。

●主な物体の放射率の目安（金属は酸化されたものです）
表－１

●放射率が0.95、0.90、0.85以外のとき
・測定対象物に放射率が0.95に近い耐熱塗料を塗
ることで表面温度を測定することができます。

・塗料は次のものをお薦めします。
　塗料
　⑴商 品 名：�ニッペホームペイント「耐熱用ス

プレー」
　　放 射 率：200℃にて0.97 ～ 0.98
　　耐熱温度：600℃
　　入手方法：ホームセンターなどで入手可能
　⑵商 品 名：アサヒペン「耐熱塗料　黒艶消し」
　　放 射 率：200℃にて0.96 ～ 0.98
　　耐熱温度：600℃
　　入手方法：ホームセンターなどで入手可能
・金属などの表面温度は放射率が0.95より小さい
ため、直接温度を測定することができません。
上記に記載した塗料を塗って測定してください。

・測定対象物表面が凍っていたり、埃などで汚れ
ている場合は、測定対象物の表面状態が異なり
正確な温度測定ができませんので表面をよく拭
いてから測定してください。

物　体 放射率
（ε） 物　体 放射率

（ε） 物　体 放射率
（ε）

鉄 0.85 アスファルト 0.85 水 0.98
ニ ッケル 0.85 コンクリート 0.95 海 水 0.98
ア ル ミ 0.30 土 0.95 雲 0.98
銅 0.80 木 材 0.98 肉 ・ 魚 0.98

真 鍮 0.60 紙 0.92 野 菜 0.98
ニ クロム 0.60 布 0.75 パン・菓子 0.98
ガ ラ ス 0.85 プラスチック 0.95 穀 類 0.98
セラミック 0.80 ゴ ム 0.95 馬 ・ 豚 0.98
タ イ ル 0.80 カ ーボン 0.98 油 0.98
アスベスト 0.90 皮 膚 0.97 塗 料 0.98
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